
（アウトプット指標による目標）

（アウトカム指標による目標）

事業に関するURL
（事業実施場所、補助先等）

・公募要領　：　http://www.enecho.meti.go.jp/info/tender/tenddata/1302/130228a/130228a.htm
・公募結果　：　http://www.enecho.meti.go.jp/info/tender/tenddata/1303/130325d/130325d.htm

○25年3月時点で契約額が予算総額の100%（1件）
○また、実海域試験を平成26年度中に1航海実施。

○我が国の海洋鉱物資源開発の高度化の促進、商業化への貢献及び我が国の鉱物資源の安定的な供給の確保の
ため、環境影響評価、資源開発技術（採鉱技術、揚鉱技術）、製錬技術のうち資源開発技術（採鉱技術）についての
調査・研究を実施
→指標：事業の進捗状況（平成26年3月末までに16億円の予算事業を実施。実海域試験に向け、6月末までに採掘
要素技術試験機の改良等に着手し、8～9月に改良をした採掘要素試験機を用いて実海域試験を実施する。）

実施方法 　□直接実施　　　■委託・請負　　　□補助金　　　□負担金　　□交付金　　□貸付金　　□その他（　　　）

アウトプット指標（進捗指標）

アウトカム指標（効果指標）

事業の進捗状況

予算の執行状況

（進捗実績、
今後のスケジュール）

執行早期化のために
講じている工夫

公募を2月中に実施する等、契約に関する事務手続を極力前倒しする。
また、試験機を新たに製造せず、既存の試験機を改良して使用することにより、試験機の製造に係る期間を短縮する。

平成24年度補正予算額 16億円
一般会計/特別会計

（特会の場合には名称も記
載）

一般会計

事業の内容
（予算については、
予算の使途及び

予算を交付等する対象者
を明記）

　「海洋エネルギー・鉱物資源開発計画」の達成に向け、世界的に具体的な事業化例がない海底熱水鉱床の開発に
必要な採鉱技術の開発を行うことにより、我が国の海洋鉱物資源開発の高度化を促進し、商業化に貢献するととも
に、我が国の鉱物資源の安定的な供給の確保を図るため、本事業では「海洋エネルギー・鉱物資源開発計画」に定
められた海底熱水鉱床開発計画のうち、環境影響評価、資源開発技術（採鉱技術、揚鉱技術）、製錬技術の3分野に
ついて、技術開発の調査を実施することとする。
　そのうち、平成24年度補正事業においては、世界で初めて深海底の海底熱水鉱床採鉱試験に成功した採鉱技術の
分野において実施する実海域での採鉱試験機の改良試験、及び付随する環境調査等を前倒しで実施するための費
用を民間団体等に対し委託する。

対策における施策の名称
海洋開発の推進：海底熱水鉱床採鉱技術開発、海底広域研究船の建造等、海洋産業の戦略的育成に向けた海洋
構造物の調査研究等、遠隔離島における活動拠点整備等

（事業名） 海底熱水鉱床探鉱技術開発等調査事業 新規/既存 □新規　　　■既存

対策の柱立て（小区分①） （４）資源・海洋開発

担当課 鉱物資源課

対策の柱立て（小区分②）

事業番号 183

「日本経済再生に向けた緊急経済対策」進捗管理シート（経済産業省）

対策の柱立て（大区分） Ⅱ．成長による富の創出

担当部局
資源エネルギー庁
資源・燃料部

対策の柱立て（中区分） １．民間投資の喚起による成長力強化

国 

  独立行政法人 

石油天然ガス・金属鉱物資源機構 

【進捗ステップのイメージ図】 

委託（３月２６日） 


